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◉企画の概要と選定理由
人びとの生活をＩＨＩの技術が支えていることをシリーズで伝え、同社の認知
向上を図った。街、海、空の日常風景を企業ロゴのみで描き出したビジュア
ルと平易なキャッチコピーは、重工業の「重厚長大」「古めかしい」といっ
たイメージを払拭し、日々 の暮らしに密接に関わっている同社の存在をスマー
トに印象づけた。3日連続の展開も奏功し、メーンターゲットに設定した就職
活動中の学生のみならず、多くの読者の注目を集めた。洗練されたシンプル
なデザインで事業内容を見事に表現し、企業のブランディングに貢献した作
品として高く評価された。

◉掲載状況	��������� ２０１５年３月１０日、１１日、１２日、日経に掲載／
全１５段カラー

◉広告活動	���������  テレビＣＭ、ウェブサイト、駅貼りポスター、電車
内動画広告、ラッピングバス広告，バナー広告と連
動

◉企画	���������������  nendo
◉制作	���������������  ブルーカラー
◉扱い	���������������  電通
◉制作スタッフ	����� ＣＤ＝佐藤オオキ、ＡＤ＝八木秀人、Ｐｒｏ＝三宅弘

高、Ｄ＝桐岡美能里・篠村雄一郎・長内寛明、Ｃ＝
斉藤賢司

ＩＨＩ ＬＯＧＯ ＷＯＲＬＤ
株式会社ＩＨＩ

3 月 10 日

3 月 12 日3 月 11 日
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大豆で人も地球も健康に。Ｓｏｙｌｕｔｉｏｎキャンペーン
大塚製薬株式会社

◉企画の概要と選定理由
無病息災を願う「節分の日」の朝刊に、大豆の栄養をアピールする広告を
出稿し、大豆由来製品の購買を促進した。紙面に大きく描かれた鬼のパン
ツを切り抜いて履くとメタボ診断ができるというユーモラスなクリエーティブで、
生活習慣病への意識づけを図り、商品特性を効果的に訴求した。実際に
パンツを身に着けた写真や感想が SNS などに掲載され、大きな話題となっ
た。新聞の特性を存分に生かした広告展開によりメッセージを効果的に伝え、
家庭内のコミュニケーションも生んだ作品として高く評価された。

◉掲載状況	��������� ２０１５年２月３日、読売に掲載／全１５段カラー
◉企画・扱い	������� アサツー ディ・ケイ
◉制作	���������������  アサツー ディ・ケイ、n＋n、小野仁士広告事務所
◉制作スタッフ	����� Ｐｒｏ＝高垣博、ＣＤ＝阿字地睦、ＡＤ＝増田総成・

榎田泰雄、Ｃ＝小野仁士、Ｄ＝立石竜馬、Ｉ＝唐仁
原教久
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◉掲載状況	��������� ２０１５年３月２７日から３１日まで、朝日、毎日、読
売、日経、東京、産経、西日本に掲載／二連版全
３０段カラー

◉広告活動	���������  テレビＣＭ、ウェブサイト、ポスター掲示、屋外ビ
ジョンと連動

◉企画・制作・扱い	��  電通
◉制作スタッフ	����� Ｐｒｏ＝清水敦之、ＣＤ＝御倉直文・磯島拓矢、ＡＤ

＝福田航、Ｃ＝佐田実史・沼田晃佑、Ｄ＝大間猛、
Ｐｈ＝東京オリンピック写真素材（フォートキシモト）

◉企画の概要と選定理由
東京 2020 オリンピック・パラリンピックのゴールドパートナーとなったことを受け、
大会運営とスポーツ・文化振興に積極的に取り組む決意を伝えた。同社が
燃料を供給した 1964 年の東京五輪の聖火の迫力ある写真と、力強い
キャッチコピーにより、国民の期待に応えたいという思いと、新たなエネル
ギー社会の創造に貢献する使命感をストレートに表現した。過去と未来をつ
なげて企業の姿勢をシンプルに伝え、2020 年に向けて日本人を明るく元気に
した作品として高く評価された。

ＪＸ日鉱日石エネルギー株式会社

ＥＮＥＯＳ　「聖火はいつも、未来を照らす。」
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◉企画の概要と選定理由
コーヒー好きで知られた俳優・松田優作を起用して「コーヒーの日」を告知
し、記念日の認知向上を図った。コーヒーを飲みに天国から帰ってくるという
設定のもと、一週間前からの前触れ、当日の告知、記事体広告をモノトー
ンのビジュアルで展開。新聞の特性とクリエーティブの見事な融合により、
ターゲットとなる４０代、５０代の男性をはじめ、読者に記念日を強く印象づけ
た。ＢＳ番組、喫茶店の特設、イベントなどと連動した広範囲なプロモーショ
ンは、優作ファンを起点に話題となり、多くの反響を得た。プロモーションの
核となった新聞の存在感を改めて認識させた企画として高く評価された。

◉掲載状況	��������� ２０１４年９月２６日から１０月１日まで、毎日、読売、
北海道、河北、中日、中国、西日本に掲載／二連
版全３０段、全１５段、全５段、小枠、すべてモノ
クロ

◉広告活動	���������  テレビ（ＢＳミニ枠番組：喫茶優作）、イベント（松
田優作命日イベント）と連動

◉企画・制作・扱い	�  	電通
◉制作スタッフ	����� ＣＤ・ＡＤ・Ｃ・Ｄ＝大森康弘、Pro＝星田浩伸

一般社団法人全日本コーヒー協会

１０月１日はコーヒーの日

9 月 26 日、9 月 28 日小枠

9 月 30 日全 15 段10 月 1 日全 5 段

10 月 1 日全 30 段
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中外製薬株式会社

創造で、想像を超える。

◉企画の概要と選定理由
独創的で革新的なイメージを様々な角度から訴求し、企業の認知向上を目
指した。非日常的なビジュアルを使用したブランド広告は、斬新な表現により
キャンペーンスローガン「創造で、想像を超える。」を印象づけ、研究者を
象徴的に表現したファクト広告は、革新的な医薬品とサービスの提供を通じ
て新しい価値を創造するという同社の理念を強い意志で伝えた。一般読者
だけでなく、社員とその家族、医療関係者の好評も得て、インナープロモー
ションとしても機能した。新聞の持つ社会的影響力を活用し、企業のブラン
ディングを効果的に訴求した作品として高く評価された。

◉掲載状況	��������� ２０１４年１２月１日から１５年３月３１日まで、朝日、
毎日、読売、日経、産経（いずれも東京）、東京
に掲載／二連版全３０段、全１５段、カラー

◉広告活動	���������  テレビＣＭ、ウェブサイト、YouTube、Twitter と
連動。ラッピングバスを展開

◉企画・制作・扱い	���  	博報堂
◉制作スタッフ	����� Ｐｒｏ＝三浦光博、ＣＤ・ＡＤ＝三宅達也、ＡＤ・Ｃ＝

野澤幸司、Ｄ＝露木卓也・増田裕介・島崎周麻、
Ｐｈ＝舛元晋一・榊原孝・大津央、ＣＧ＝桜井素直・
波多野明・柿沼周史
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東京海上日動火災保険株式会社

企業広告「挑戦シリーズ」

◉企画の概要と選定理由
すべての挑戦を支え、いざという時に人や社会の役に立てる会社でありたい
との思いを、躍動感あふれるデザインと力強いコピーで宣言した。5 種類のコ
ピーを各紙切り替え、３日連続出稿した予告編で、企業が新しく変わろうとし
ていることを印象づけ、続く本編では、見開きの迫力を生かし、大航海時
代をテーマにした挿絵とコピーで、人々の挑戦を応援する姿勢を表現した。
テレビ CM、交通広告などとの連動により波及効果も高め、大きな反響を呼
んだ。新聞の特性を踏まえた訴求により、企業の情熱を効果的に伝えた作
品として、高く評価された。

◉掲載状況	��������� ２０１５年３月１６日から１８日まで、４月１５日、朝日、
毎日、読売、日経、東京、産経、中日、北陸中
日に掲載／二連版全３０段、全１５段、カラー

◉広告活動	���������  テレビＣＭ、屋外広告、駅中広告、交通広告と連
動

◉企画	���������������  電通
◉制作	���������������  電通、ジェ・シー・スパーク
◉扱い	���������������  電通、博報堂、フジサンケイエージェンシー、毎

栄、朝日広告社、読売情報開発、東急エージェン
シー、中日保険サービス

◉制作スタッフ	����� ＣＤ＝澤本嘉光・磯島拓矢、ＡＤ＝田口麻由、Ｃ＝
磯島拓矢・小山佳奈、Ｐｒｏ＝和田耕司、Ｄ＝ササ木
陽子、Ｉ＝田口麻由・並木秀俊

4 月 15 日

3 月 16 日 3 月 17 日 3 月 18 日

21



Newspaper Advertising Prize 2015

優秀賞■ 

広
告
主
部
門

株式会社トヨタマーケティングジャパン

もっとよくしよう。ＴＯＹＯＴＡ

◉企画の概要と選定理由
「もっとよくしよう。」のキャッチフレーズのもと、トヨタの安全・安心イメージを
向上させるキャンペーンをシリーズで展開した。仕事に役立つ情報を求めて
朝刊を開く読者を意識し、安全技術・サービスの紹介に留まらず、その根
底に流れる企業のモノづくりへの思いと「カイゼン」の精神をビジネスの教訓
として伝えた。車をベースにひと工夫加えた明るいビジュアルと相まって読者
の関心を巧みに引き寄せ、企業のイメージ向上に貢献した作品として高く評
価された。

◉掲載状況	��������� ２０１４年１月２３日〜、日経に掲載。シリーズ継続
中／全１５段カラー

◉広告活動	���������  ウェブサイトと連動。販売店の店頭で訴求活動
◉企画	���������������  博報堂、博報堂ケトル
◉制作	���������������  博報堂プロダクツ
◉扱い	���������������  博報堂ＤＹメディアパートナーズ
◉制作スタッフ	����� Ｐｒｏ＝照井英夫・後藤塁、ＣＤ＝木村健太郎、ＡＤ

＝秋山具義、Ｃ＝小西利行・竹田芳幸・木村元紀・
田中裕二・中島健登、Ｄ＝中野健太、Ｐｈ＝正田真
弘、ＣＧ＝福井修

2014 年 6 月 23 日

2014 年 8 月 12 日 2014 年 11 月 20 日

2014 年 6 月 30 日
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株式会社松山三越

三越らしさは、私らしさ。

◉企画の概要と選定理由
生活の中にある様 な々商品をストーリー仕立てで紹介し、価値ある商品を通
して地域の消費者に寄り添う百貨店の姿勢をシリーズで表現した。人それ
ぞれのライフスタイルを豊かに彩る商品がさりげなく登場する文章からは、物
を所有することの喜びや古き良き百貨店のイメージが伝わり、幅広い年代層
の共感を得た。地方の百貨店のブランド力を印象づけた作品として高く評価
された。

◉掲載状況	��������� ２０１４年８月８日〜、愛媛新聞に掲載。シリーズ継
続中／全５段カラー

◉広告活動	���������  ラジオ番組「三越らしさは、私らしさ。」（エフエム
愛媛）を展開。館内で同素材を店内放送。館内装
飾、ＤＭ、店内ポスターと連動

◉企画・制作	������� 広告デザイン事務所 カンカク
◉扱い	���������������  電通西日本
◉制作スタッフ	����� Ｐｒｏ＝嶋田正男、ＡＤ＝岡西幸平、Ｃ＝矢野美也子、

Ｄ＝岡西幸平、Ｐｈ＝アセムスタジオ

2014 年 11 月 11 日

2014 年 12 月 2 日

2015 年 1 月 6 日 2015 年 5 月 19 日
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三菱電機株式会社

シリーズ広告「わたしもＭＩＴＳＵＢＩＳＨＩ ＥＬＥＣＴＲＩＣのユーザーです」

◉企画の概要と選定理由
「グローバル環境先進企業」となることを目指し、一般生活者に広く深く三
菱電機を知らせる広告をシリーズで展開した。見開き紙面に大きな写真で登
場する宇宙飛行士、タイの象使い、日本の赤ちゃんなど意外なユーザーの
言葉を通して分かりやすく伝え、高い技術力、事業展開の広がりへの理解
を促進した。企業メッセージの浸透と好感度向上に貢献した作品として高く
評価された。

◉掲載状況	��������� ２０１４年７月２日、朝日、毎日、読売、日経、産
経、９月３０日、１２月８日、１５年１月３０日、３月２
７日、５月２９日、日経に掲載／二連版全３０段カ
ラー

◉広告活動	���������  テレビＣＭ、ウェブバナー広告、 丸の内ビジョン
（デジタルサイネージ）、雑誌広告と連動

◉企画	���������������  三菱電機、電通
◉制作・扱い	� 電通
◉制作スタッフ	����� Ｐｒｏ＝皆川哲哉・西尾健、ＣＤ＝久保雅由、ＡＤ＝

室井友希、Ｃ＝関陽子・川上直人、Ｄ＝俣川直之・
曵原航、Ｐｈ＝青山たかかず

2014 年 12 月 8 日

2015 年 3 月 27 日

2015 年 1 月 30 日

2015 年 5 月 29 日
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株式会社龍角散

祭りののどに、龍角散。

◉企画の概要と選定理由
神田祭にあわせて龍角散の「声枯れ」への効能を訴求するとともに、遷座
４００年の節目を迎えた同祭を祝った。早朝の荘厳な神田明神と木遣りを歌
い上げる江戸火消しの伝承者たちの写真、木遣りの口上のコピーを用いた
広告を､ 神田祭のクライマックス「神幸祭」の前日と当日に連続して出稿し、
みんなが精いっぱい声を出す祭の賑わいを読者に連想させた。江戸の粋が
伝わるクリエーティブで、既に高い認知を得ている龍角散のさらなるブランド
向上につなげた作品として高く評価された。

◉掲載状況	��������� ２０１５年５月８日、９日、朝日、毎日、読売、日経
（8 日のみ）、産経（いずれも東京）、東京に掲載
／全１５段カラー

◉広告活動	���������  テレビＣＭ、ラジオＣＭと連動
◉企画・扱い	������� 朝日広告社
◉制作	���������������  原宿サン・アド
◉制作スタッフ	�����  ｴｸﾞｾｸﾃｨﾌﾞＣＤ＝大橋一仁、ＣＤ・Ｃ＝山極和弘、Ａ

Ｄ・Ｄ＝根本祐裕、Pro＝岡泰州、撮影＝平田浩基、
照明＝土井立庭、ｱｶｳﾝﾄｴｸﾞｾﾞｸﾃｨﾌﾞ＝小山博之・奥
野樹哉、出演＝江戸消防記念会第四区

5 月 8 日 5 月 9 日
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